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今
年
は
酉
年
で
す

福
を
取
り
込
む
運
気
も
お
客
様
も
取
り
込
め

る
商
売
繁
盛
に
つ
な
が
る
酉
年
で
す

 

 
急
運
グ
ル

プ
運
送
協
会
も
福
を
取
り
込
む
年
に
し
ま
し
ょ
う

 

昨
年
も
皆
様
の
ご
協
力
で
最
高
の
売
上
に
な
り
ま
し
た

 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 
急
運
は
二
月
三
日
で
二
九
年
目
に
な
り
ま
す

 

 
昨
年
各
課
を
そ
の
ま
ま
法
人
会
社
に
で
き
る
よ
う
社
名
変
更
を
し

ま
し
た

 

一
課
を
東
海
急
送
 
田
口
部
長

二
課
を
エ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
 

山
森
本
部
長

三
課
を
ダ
ン
ク
 
岩
谷
課
長

四
課
を
ヘ
ク
サ
 
都
築

課
長

五
課
を
ク
ロ

バ

サ

ビ
ス
 
奥
課
長

六
課
を
ラ
イ
ト
 

小
杉
課
長
 
各
課
長
さ
ん

部
長
さ
ん
の
思
い
が
入
っ
た
名
前
で
す

 

 
努
力
と
責
任
で
社
名
に
恥
じ
な
い
会
社
に
し
て
下
さ
い

サ
ポ

ト
は
急
運
グ
ル

プ
で
し
っ
か
り
や
り
ま
す

 

 
平
成
二
八
年
の
売
上
は

前
年
売
上
の
五
五
〇
九
万
ア
ッ
プ
で
七

万
九
千
九
百
七
十
八
万
円
で
し
た

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

 

 
各
社
の
売
上
は

 

 
㈱
タ
ク
ト
永
田
社
長
三
期
目
一
〇
一
％
ア
ッ
プ
の
一
億
五
千
六
百

二
十
万
円
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平
成
二
八
年
九
月
立
ち
上
げ
で
二

千
九
十
万
円
 

 
東
海
急
送
田
口
部
長
九
六
％
ア
ッ
プ
 
一
億
九
千
百
四
十
八
万
円
 

 
エ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
山
森
本
部
長
百
二
十
四
％
ア
ッ
プ
 
一
億

四
千
八
百
二
十
三
万
円
 

 
ダ
ン
ク
岩
谷
課
長
一
〇
三
％
ア
ッ
プ
 
四
千
五
百
五
万
円
 

 
ヘ
ク
サ
都
築
課
長
九
一
％
ア
ッ
プ
 
四
千
七
百
四
十
八
万
円
 

 
ク
ロ

バ

サ

ビ
ス
奥
課
長
百
十
四
％
ア
ッ
プ
 
五
千
八
百
二

十
五
万
円
 

 
ラ
イ
ト
小
杉
課
長
 
二
千
九
百
六
十
四
万
円
 

メ
ン
バ

の
皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 
昨
年
は
グ
ル

プ
全
体
が
良
い
経
験
の
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

仕
事
が
あ
っ
て
も
メ
ン
バ

様
が
い
な
い

人
が
育
っ
て
い
な
い

退

社
の
人
が
多
い

社
会
理
念
が
な
い

各
長
が
計
画
な
し
で
仕
事
進
め

る
と
メ
ン
バ

様

お
客
様
が
困
り
ま
す

計
画
を
も
っ
て
人
を
育
て

て
お
客
様
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
っ
か
り
し
て
売
上
を
あ
げ
て
く
だ

さ
い

 

 
お
客
様

メ
ン
バ

様

会
社
と
の
信
頼
と
計
画
で
仕
事
を
大
き
く

し
て
売
上
を
上
げ
て
く
だ
さ
い

 

 
売
上
は
四
分
の
三
の
勢
い
と
四
分
の
一
の
集
中
で
す

準
備
八
割

本
番
二
割
で
す

準
備
を
し
っ
か
り
昨
年
の
失
敗
を
し
な
い

昨
年
の

成
功
の
上
に
今
年
は
福
を
取
り
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う

 

 
グ
ル

プ
全
体
で
切
磋
琢
磨
し
ま
し
ょ
う
！
 

 
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

 
 

 
 

 

顧
問
代
表
 
新
年
挨
拶
 
田
中
顧
問

抜
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一
流
ホ
テ
ル
で
実
際
に
新
年
会
を
や
る
と
い
う
の
は

社
長
が
み
な
さ
ん

に
期
待
し
て
る
事
が
随
分
あ
る
と
思
う
の
で
す

こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
や
一

流
ホ
テ
ル
を
経
験
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
事
が
多
分

社
長
が
考
え
て

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

日
本
の
慣
習
と
し
て
は
良
い
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す

 

日
本
の
文
化
で
し
ょ
う

特
に
節
目
を
付
け
る

区
切
り
を
付
け
る
と
い
う

事
が
非
常
に
大
切
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て

一
般
的
に
言
わ

れ
ま
す
け
ど

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

 

 
こ
こ
で
ひ
と
つ
み
な
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す

先
ほ
ど
社
長
の
話
の

中
に
も
計
画
と
い
う
事
が
あ
り
ま
し
た
が
こ
の
一
年
公
私
共

ど
の
よ
う
な

目
的
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
や
り
た
い
の
か

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
計
画

し
た
い
の
か
是
非
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

 

そ
れ
が
ス
タ

ト
の
原
点
で
す

 

 
そ
こ
で
二
つ
目
の
お
願
い
で
す
が

み
な
さ
ま
が
得
意
先
や
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
さ
ん
か
ら
物
を
依
頼
し
て
お
届
け
す
る

確
実
に
安
心
に
お
届
け
す
る

こ
れ
が
当
た
り
前
で
す
が

得
意
先
が
何
の
た
め
に
物
流
を
委
託
し
て
い
る

の
か
？
何
の
た
め
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
物
を
運
ん
で
く
れ
と
言
っ
て
い

る
の
か
？
と
い
う
事
を
メ
モ
っ
て
頂
き
た
い
で
す

 

 
三
つ
目
の
お
願
い
は
物
流
業
界
の
ホ

ム
ペ

ジ
で

ど
の
よ
う
な
サ

ビ
ス
を
し
て
い
る
の
か
？
ど
ん
な
マ
ナ

で
や
っ
て
い
る
の
か
？
と
い
う

事
を
メ
モ
っ
て
頂
き
た
い
で
す

 

 
こ
の
三
つ
と
言
う
の
が
計
画
を
立
て
て
ど
う
い
う
風
に
や
る
か
？
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
を
知
る

得
意
先
の
要
望
を
知
る

さ
ら
に
競
合
が
こ
の
業
界
で

ど
の
よ
う
な
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
か
？
と
い
う
事
を
つ
か
ん
で
い
た
だ

き
た
い

 

 
百
人
い
れ
ば

一
人
が
一
個
気
付
け
ば
百
個
出
て
く
る

そ
の
よ
う
な
こ

と
を
新
年
会
で
発
表
し
て
い
け
ば
急
運
グ
ル

プ
は
益
々
成
長
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
い
ま
す

 

 
健
康
の
話
が
出
て
い
ま
す
が

私
も
健
康
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す

 

自
己
管
理
を
ど
う
す
る
か
？
で
す
け
ど
メ
ン
タ
ル
な
面
と
肉
体
と
両
方
あ

り
ま
す
が

そ
う
い
う
意
味
で
は

節
制
と
か
あ
り
ま
す
け
ど
ル

ズ
な
所

と
タ
イ
ト
な
所
を
使
い
分
け
な
が
ら
や
ら
な
い
と
人
生

い
つ
も
タ
イ
ト
だ

と
大
変
で
す

 

 
そ
う
い
う
意
味
で
は
自
分
で
健
康
管
理
す
る
と
い
う
事
が
仕
事
の
管
理

に
繋
が
る
と
い
う
事
で
是
非
お
願
い
し
た
い

 

 
明
る
く
て

楽
し
く
て

元
気
に

た
く
ま
し
く

そ
う
い
う
事
で
今
年
一

年
を
乗
り
切
っ
て
行
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で

皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す

 

 

 

冨安 英樹 

 急運グループの社訓、挨拶、笑顔、挑戦。 

 挨拶、みなさんはできていますか？新年会の時にもこの

ような話をしましたが僕は仕事をしている時に一番気をつ

けているのは挨拶です。元気に挨拶することですべての

人々が自分のことを覚えてくれます。これだけ簡単な“営

業”が始まります。 

 なぜ、それが営業になるかと考えると、それだけ周りの挨

拶ができていないということです。僕が皆さんにお願いした

いのはこの社訓に従って仕事をしてもらえば誰でも“営業”

が取れるということを理解し、実践してほしい ということで

す。 

 実際に僕の営業の成績のほとんどはこの“挨拶”による

ものです。 

 ここで僕の挨拶の極意を皆さんにお教えしますね。「相手

よりも先」に「できるだけ遠く」、「大きな声と笑顔」で挨拶し

てみてください！相手より先になんてのは最高に楽しいも

のです。 

 本当かどうかは実践するのみです。騙されたと思って

やってみてくださいね。 

 あと感謝の気持ち、これもとても大切ですね。 

 急運のある名古屋はこれからさらに活気あふれる街と

なっていきます。この機会に営業をしない手はありません。

皆で営業する会社、これほど心強いものはありません！さ

あ！一緒に挨拶！笑顔、挑戦を続けていきましょう！ 
 

永田 剛史 
 

新年会でもお伝えしたように、笑顔で

挨拶をし、そして運賃を頂ける感謝の

気持ちを持って、今年１年は過ごして

頂きたいと思います。そして、新年会

でお伝えしきれなかった事を此処で

はお伝えしたいと思います。 

 皆さんは、お客様が何故我々に仕

事を依頼しているかを考えた事があ

りますか？荷物があるから？人が足

りないから？理由は様々です。でもそ

れは、我々側から見たものであって、

お客様が本当に望んでいる事が何か

を理解しなければ、本当のお客様目

線ではないと思います。   例えば、

ゴルフクラブを買いに来たお客様は、

良いクラブを買いに来ている訳です

が、本質にあるのは「ナイスショット」

を買いに来ているのです。これをベネ

フィットと言います。我々にご依頼頂く

お客様は、荷物を運搬されますが、

本質は何を望まれているのでしょう

か？ 
 
 
 

 そういった事をしっかりと考え行動す

る事で、より我々の価値が高まってい

くと思います。また、ブランド力とは、

不変的な部分と柔軟に変化していけ

る部分を持ち合わせて維持できるもの

です。ヴィトンやエルメスなどのブラン

ドが、新作を発表せずに過去に拘り続

けた場合、今のブランド力があったで

しょうか？我々も一緒です。急運ブラ

ンドは、ある程度認知されています。

しかし、それに胡坐をかいて変化しな

ければ、過去の栄光に縛られ衰退し

ていくでしょう。 

 今年は、急運ブランドとして、お客様

が何を望み、我々がそれを踏まえて

何を提供できるのかと言う事を考えな

がら、さらに成長していければと思い

ます。 

 会社は、電車と同じで１人１人が動

かしていくものです。日常業務、顧客

へのフォロー、新人教育、営業など、

誰かがやる、誰々の仕事ではなく、全

てが自分の仕事である認識を持って、

全員で会社を盛り上げ、作り上げてい

く事を考えて、今年も１年頑張っていき

ましょう。 

日比野友香さん 

新年会で演奏していただいた 

陽影月さんです。 

http://hikagetsu.com/ 

田中鉦男顧問 松本日出彦顧問 

http://sozai.misty.ne.jp/illust/09/nyuugakumain01.gif
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岩谷 昌治 

 明けましておめでとうございます。本年も宜しくお願いします。 

 ２０１７年最初の社内行事が名古屋マリオットアソシアホテ

ルにて盛大に行われました。 

 今年からは愛知軽運送協会 急運グループとしての参加に

なりました。毎年ですが課の抱負を述べる場所になっていま

すが、あがり症の私には何回あの壇上に立っても慣れません。 

 今年に限っては、年間理念の発表もあり緊張しまくりでした。 

 今年は「いま ここ じぶん その合計が自分の一生」と言う

言葉を選びました。新年会では滑舌が悪く上手く伝える事が

出来ませんでした。この意味は今まで個々で積み上げてきた

ものがあると思います。これからの人生がもっと素晴らしい人

生にする為に少しずつでもいいので能力向上を目指し責任を

もって行動して下さいと言う意味合いをもっています。 

 目標理念を発表した以上、行動して結果を出さなければい

けない立場なので頑張って行きます。後、私事ですがもう少し

滑舌が良くなるようトレーニングをしようと思っています。 

田口 志郎  
 

  今年はどんな年になるのか。 

そんなことを考えながらも、アッという間に1月も終わろう

としていますが、 
  

 昨年もそうですが、この1月、2月に関して、事故が多く

発生しています。 

 どんな事故であったのか本気で反省し、事故をしてい

ない方も、一緒になって考えましょう。道を走っている以

上、可能性は全ての人にあります。 

 いかにして可能性を低くするかであると思います。 

 しかし事故を紐解いてみると、今日はたまたまとか、何

時もはしないのにといった、小さな偶然が一致して起

こっているのだなと気付きます。何時もと同じ行動といっ

た事は無理ですから、車に乗る瞬間から、意識を持つこ

と以外ないと思います。 
  

 いきなりこんな話で恐縮ですが、 

 無事故、そして笑顔で元気よく気持ちよく仕事がしたい。 

いろいろな目標が人それぞれあると思いますが、すべて

ここがスタート地点ですから。 
  

本年もよろしくお願いいたします。 
  
 

都築 一朗 
 

 明けましておめでとうございます。 

 今年は、新年会で、斬新で粋な催しを社長が企画してくれま

した。今までとは全く違う、高いレベルの新年会にしていただ

きました。皆さんも、びっくりしたと思いますが、同時に十分楽

しんだと思います。 

ところで、個人的には残念な一年になってしまいました。掲げ

た目標は遥か遠くになってしまった上に、売上は後退してしま

いました。今年は、去年の経験を十分に反省した上で経験と

して蓄積し、今年の結果に繋げたいと思います。 

 さて、去年のこの時期の四季報にも書きましたが、事故の

撲滅は永遠の課題です。今年の夏にメンバーの離脱が続き

ましたが、この原因の一つに事故が絡んでいると考えられま

す。事故を起こすドライバーさんは長く仕事を続けることは難

しいと思います。 

自分も含め、ＨＥＸＡのメンバーはもちろん、急運グループ全

体で無事故を目指して今年も頑張りましょう。どれだけ順調に

売上を伸ばしても、不慮の事故一つで全ての努力が無駄に

なる可能性が十分あります。なるべくではなく絶対に事故をし

ないと考えるようになってから、私、都築は事故が無くなりまし

た。社長が言われた、準備８割本番２割を思い出して下さい。

集中して運転することはもちろんですが、その前に何か原因

がある場合がほとんどです。寝不足、心配事、体調不良等は、

準備８割に相当します。当日の集中力ではカバーできない部

分を、今年は全員で考えて、しっかりと準備をして仕事に入る

ようにしてください。常に、絶対に事故をしないと強く思えば、

必ず実行できます。 

 来年の新年会で、今年は事故が激減しましたと報告があれ

ば、その時が本当に良かったとみんなで思える瞬間になりま

す。元気に笑顔で仕事が出来るように、都築と共に無事故を

目指しましょう。 

 

奥 雅俊 
 

 新年明けましておめでとうございます。 

本年もよろしくお願いいたします。 
  

平成29年を迎え、メンバーの皆様、良い正月を迎える

事はできたでしょうか？ 

今年も1月15日に急運新年会が盛大に催されました。

そんな中、この新年会においてメンバー全員へのお年

玉配布、そして各部門の表彰など、毎年恒例になって

おります。小林社長には毎年マリオットホテルでの新

年会、そしてお年玉や表彰、今年は三味線奏者の演

奏などといった催しをしていただき、ひとえに感謝の気

持ちでいっぱいです。私自身、この会社に居続けてよ

かったと毎年感じる新年会となっております。本当にあ

りがとうございます。 

 さて、今年は酉年ということで、酉にちなんだ言葉か

ら、私たちクローバーサービスの目標をたててみまし

た。 

 お客様から『酉（とり）あえず、急運さん、もしくはク

ローバーサービスさん』と言われるような、今年はそう

いったチームにしていきたいと思っております。 

 何か困ったことなどあったときに、お客様からまずそ

う言っていただけるようになったら、今年は素晴らしい

年になると思います。個人的にも同じで、とりあえず奥

に任せておけば大丈夫だろう。と言ってもらえるような

人間になっていこうと年頭目標として掲げました。今の

私では、そう言っていただけるくらいの人間ではないと

自覚しております。ですが今年の奥は何か違う！あの

奥が真面目に仕事してる！！といったようなことを周り

から言われるように今年は頑張っていこうと思います。

何か自虐的になってしまいましたけど(笑) 

 では、平成29年度も無事に、皆様が笑顔で明るく楽

しい1年になりますよう、心よりお祈り申し上げます。メ

ンバーの皆様、本年も宜しくお願いいたします。 
 

大堀 武宏 
 

 皆さま明けましておめでとうございます。 

今年は日本列島に記録的な寒波が到来し、この地方も大

雪になりました。 

厳しい寒さの中で皆様も日々仕事を頑張っていると思いま

すが、体調を崩したりしていないでしょうか？ 

健康管理には十分気を付けてください。 
  

さて今年も自分の中の重大イベントの一つである「急運新

年会でのスピーチ」を無事終えてホッとしています。 

僕がどのジャンルを鑑賞しているかはご想像にお任せしま

す・・・ 

その新年会では我がエイトエクスプレスも幾つか表彰を受

けました。 

小林社長ありがとうございました。 

来年もさらに多くの表彰を受けられる様に課一丸となって

頑張って行きたいと思います。 
  

いまだに信じれませんが、昨年はメンバーの死という悲し

い出来事がありました。 

彼はとてもまじめで、仕事の文句もほとんど言わない人間

でした。 

自分が後悔していることが一つあります。 

翌日の仕事の内容は前日の夕方に全員に伝えています

が、その日彼は当日になって「自分は今日何をするんだっ

た？」という電話をしてきました。 

こちらも朝の忙しい時間ということもあって、「何をいまさら」

と強い口調で返してしまいました。 

その後仕事の説明はしましたが、少しイラッとしていました。 

しかしその日の晩に彼は脳幹血栓で倒れ、意識が戻るこ

と無く一ヶ月後に帰らぬ人となってしまったのです。 

今から思えばすでに脳に障害が出始めていて前日聞いた

ことを忘れてしまったのかもしれませんが、真相はわかり

ません。 

彼の通夜の時に棺の前で「あの時は強くあたってごめん」

と心の中でつぶやきました。 
 

小杉 祐紀 
 

 明けましておめでとうございます。 

今年も無事、新年会も終わり昨年の皆さんの頑張り

が今年もたくさん表彰されました。小林社長、有難う

ございました。 

 Ｌｉｔｅはブログ年間投稿件数1位、年間売上成長金

額2位と表彰して頂きました。個人としてもブログでは

1位を取ることが出来ました。しかし昨年、今年のブロ

グの表彰は6課で独占するという目標は残念ながら

達成できませんでした。それでもメンバーさんは本当

によく頑張ってくれたと思います。その頑張りが今年

の表彰につながりましたし、絶対に今後の自分の為

になります。会社の為じゃなく自分の為にやれば良い

のです。結果それは会社の為になってきます。たかが

ブログと思う人もいるかもしれませんが、一年間続け

てブログを入れる事は結構大変な事ですよ。それをＬｉ

ｔｅのメンバーさんはきちんとやってくれました。最初か

らみんなやれていたわけじゃありません。口うるさく

言ってきました。そうすると「言われた事をやらない」

から「言われた事はやる」に変わってくれました。そし

て「言われなくてもやる」「自分で考えてやる」に変わっ

てきております。その様な会社にとってなくてはならな

い存在「人財」にみなさんがなってくれる事で会社も大

きく成長できるはずです。今後もＬｉｔｅは全員で成長し

ていけたらと思っております。今年も一年、宜しくお願

い致します。 
 

近藤 啓介 

 1月より社員となりました、東海急走の近藤です。 

まだまだ右も左も分からない状況ですが、積極的に自分

に出来る事を探して、メンバーの皆さんが仕事をしやすい

環境作りをしていきたいです。 

２月に入り繁忙期を迎えると体力的にも精神的にも厳しく

なりますが、そういう時こそ、まずは自分自身がしっかりと

日々の仕事にあたっていく事で少しでも周りに良い影響

が与えられればと思います。 

力不足ではありますが、東海急走が一丸となって進んで

いけるよう精一杯頑張りますので宜しくお願いします!! 
 

奥 和也 

 １月から社員になりました 奥 和也です。 

社員になった今年１年は、元気よく挨拶するという事

を目標に頑張っていきます。 

 私は周りから元気がない、落ち着いているとよく言

われるので、お客様のところではもちろんメンバーさ

ん同士でも元気よく挨拶していきますので、どうかよ

ろしくお願いします。 


